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第２回 思ってもみなかった事件の予兆 

 
 吉田光晴氏は、1992 年４月にＪＲ東日本に入社したと同時に、ＪＲ東労組に加入しまし

た。川口駅に配属され駅勤務を経た後、翌年 2 月に東京車掌区へ転勤しました。子供の頃

から鉄道が好きで、ＪＲ東日本に入社し、さらに憧れていた乗務員になれたことを、本人

も家族も喜んでいました。 

川口駅、東京車掌区ともに、職場の組合活動は活発ではなく、吉田氏は、仕事でお世話

になった他労組の先輩などからキャンプやスキーに誘われれば、特に気にもせず一緒に行

っていました。 

 ところが、2000年 2月に転勤になった浦和電車区は、ＪＲ東労組の活動が活発で、「ＪＲ

東労組以外の組合員とは挨拶するな。一緒に行動するな。組合の命令には従え」などと組

織の「規律」が厳しい職場でした。しかし吉田氏は、当然ながら、「仕事さえしっかりやっ

ていれば、誰とつき合おうと個人の自由だ」と思っており、前の職場の社員とも以前と同

様のつき合いを続けていました。2000年 11月に東京車掌区時代の友人達（ＪＲ東労組組合

員４名、グリーンユニオン（ＪＲ連合）組合員１名）とキャンプに行ったことが、まさか

自分の人生を暗転させてしまうことになるとは夢にも思いませんでした。 

今号では、「浦和電車区事件」が発生したきっかけについてご紹介します。 

 

事件が発生した背景は… 
 
ＪＲの労働組合は、大別して、ＪＲ連合（7万 4千名）、ＪＲ総連（6万 9千名）、国労（1

万 6 千名）の三極に分かれています。全国的にはＪＲ連合が最大組合ですが、ＪＲ東日本

においては、ＪＲ総連に加盟するＪＲ東労組（4万 6千名）が 79％を占め、次いで国労（8,600

名）が 15％、ＪＲ連合加盟のＪＲ東日本ユニオン（1,900名）が 3％という組織構成となっ

ています。 

「浦和電車区事件」の背景には、ＪＲ総連・ＪＲ東労組の組織の論理や、当時の会社の

労務姿勢があります。事件当時、ＪＲ東日本の職場では、「ＪＲ東労組にあらずんば人にあ

らず」といった風潮がまかり通り、ＪＲ連合や国労など、ＪＲ東労組以外の組合員は昇進、

昇格や配転などであからさまに差別され、また、職場内で、ＪＲ東労組役員から「話し合

い」と称する集団での糾弾行為などが平然と行われていました。職場規律は乱れ、職場の

管理権がＪＲ東労組に奪われていたような状態にありました。 

この「浦和電車区事件」は氷山の一角であり、ＪＲ連合の組合員と交流したことを理由

に、徹底した糾弾行為が行われた「三鷹電車区事件」など、ＪＲ東労組役員による多くの

同様の事件が発生しました。「三鷹電車区事件」では、運転士の出勤時に注意事項などを伝

達、確認する「乗務点呼」を集団で妨害したり、運転中に対向列車からパッシングをした

り、電車基地の構内において、集団で信号を隠すなど、信じられないような安全破壊行為

が繰り返されたのです。（次号に続く） 
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検証 
浦和電車区事件の真実 










